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富

士
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Ｈ
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新

一

今
年
も
岳
運
活
性
化
に
ご
協
力
を
／

安

藤

武

典

△
西
　
　
Ｆ
天

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
は
御
嶽
山
の
噴
火
と
い
う

災
害
が
あ
り
、
尊
い
多
く
の
命
が

山
で
失
わ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

近
年
登
山
人
口
は
増
加
傾
向
に

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ん
も
山
で
そ
れ
を
感
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
わ
が
岳

連
会
員
の
愛
知
県
高
等
学
校
体
育

連
盟
の
行
事
に
も
多
く
の
高
校
生

が
参
加
を
し
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。

岳
連
の
外
で
山
を
楽
し
ん
で
い
る

人
た
ち
や
若
い
人
た
ち
を
少
し
で

も
岳
連
の
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ

て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
岳
連

と
し
て
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
今
年
は
そ
の
た
め

に
岳
連
が
何
を
す
べ
き
か
を
ス
タ

ッ
フ
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

昨
年
、
鈴
鹿
の
登
山
口
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
山
に

入
る
た
め
の
基
本
的
な
心
構
え
や

知
識
を
持
た
ず
に
山
に
入

っ
て
お

ら
れ
る
方
が
ま
だ
ま
だ
多
い
よ
う

で
す
。
我
々
が
す
べ
き
こ
と
の

一

つ
と
し
て
、
登
山
の
た
め
の
基
本

事
項
の
啓
発
を
岳
連
内
は
も
と
よ

り
、
外
に
対
し
て
も
発
信
を
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
に
は
基

礎
的
な
こ
と
か
ら
専
門
的
な
こ
と

ま
で
対
応
で
き
る

（す
る
）
岳
連

に
な

っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
そ
れ
を
単
発
の
行

事
や
担
当
者
の
み
の
考
え
で
な
く
、

シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
組
織
と
し
て

発
信
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
知
恵
や
力
を
お

貸
し
く
だ
さ
い
。

最
近
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う

言
葉
を
鎧
に
し
て
、
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
軽
薄
に
な
る

世
相
が
あ
る
よ
う
で
、
ソ
ロ
テ
ン

ト
な
ど
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
個
人
主
義
の
台
頭
、

私
は
そ
れ
を
否
定
し
ま
せ
ん
が
、

人
は
友
人

・
仲
間
と
い
る
と
心
地

よ
さ
を
感
じ
る
も
の
だ
と
思

っ
て

い
ま
す
。
岳
連
は
登
山
と
い
う
共

通
の
想
い
を
持

っ
た
人
た
ち
が
、

人
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
組
織
で

も
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
一
緒

に
動
け
ば
手
が
つ
な
が
り
、
心
が

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
力
で
岳
連
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
５
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ

て
有
意
義
な
年
に
な
る
こ
と
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
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参

加

１７
校

‐４３
人
が
参

加

す

る

種
彗

関

谷

雅

樹

今
年
度
の
高
体
連
加
盟
校
対
象

の
競
技
力
育
成
秋
期
登
山
講
習
会

が
、

１０
月
２５
日
～
２６
日
の
日
程
で

実
施
さ
れ
た
。
本
行
事
は
名
古
屋

市
山
岳
連
盟
が
主
催
、
愛
知
県
山

岳
連
盟
が
共
催
と
い
う
形
で
実
施

し
て
い
る
。

今
年
度
の
講
習
会
は
天
候
も
ま

ず
ま
ず
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
生
徒

１
４
３
人
、
引
率
顧
問
及
び
講
師

３３
人
の
１
７
６
人
と
い
う
、
講
習

会
始
ま

っ
て
以
来
最
大
の
参
加
者

と
な
る
中
で
実
施
の
運
び
と
な

っ

た
。講

習
会

一
日
目
は
、
講
習
Ｉ
と

し
て
気
象

。
天
気
図

（中
級
）
、

天
気
図

（初
心
者
）
、
読
図
基
礎

（机
上
講
習
）
、
読
図
実
地

（踏
査
）、

植
生
の
５
講
座
を
開
講
、
続
く
講

習
Ⅱ
と
し
て
天
気
図

（初
心
者
）
、

読
図
基
礎
、
読
図
実
地
、
植
生
、

審
査
準
備
の
５
講
座
を
開
講
し
た
。

講
習
Ⅱ
の
終
了
後
は
各
自
で
炊

事
を
行
い
、
夜
は
交
流
会
を
開
催
、

各
校
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
出
し
物

が
相
次
ぎ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

２
日
目
は
新
人
大
会
縦
走
コ
ー

高
体
連
秋

期

登
山
講

習
会

愛 知 岳 連 ニ ュ ー ス(3)第 411号

ス
を
各
校
で
歩
き
、
全
校
が
無
事

宿
泊
地
に
戻
り
、
全
日
程
を
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
講
習
会
で
は
、
今
ま
で

高
体
連
の
行
事
に
も
参
加
し
て
こ

な
か
っ
た
学
校
が
２
校
参
加
し
て

く
れ
た
。
そ
の
学
校
の
顧
間
の
先

生
か
ら
は
、
『生
徒
が
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。
ま
た
来
年
も
参
加
し

た
い
、
と
言

っ
て
い
ま
す
。
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
』

と
の
お
手
紙
を
い
た
だ
き
、
参
加

者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
講
習
会

に
な

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
行
事
は
、
高
体
連

の
新
人
体
育
大
会
の
競
技
力
育
成

を
主
目
的
と
し
て
い
る
が
、
全
国

。

東
海
大
会
同
様
、
参
加
生
徒
同
士

の
交
流
も
重
視
し
て
い
る
。
ひ
い

て
は
、
高
体
連
及
び
山
岳
連
盟
の

行
事
へ
の
参
加
を
促
す
と
い
う
効

果
も
も
た
ら
す
有
意
義
な
行
事
で

あ
る
が
、
高
体
連
加
盟
各
校
の
理

解
と
多
く
の
参
加
校
を
得
よ
う
と

思
う
と
、
各
校
顧
間
へ
の
旅
費
の

補
助
が
必
須
で
あ
る
。
こ
れ
を
受

け
て
、
愛
知
県
山
岳
連
盟
も
共
催

団
体
と
し
て
講
師
の
派
遣
費
を
援

助
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
会
員
の

方
々
に
も
是
非
ご
理
解

。
ご
協
力

が
あ

っ
て
で
き
る
行
事
で
あ
る
。

講
習
会
の
継
続
の
た
め
、
引
き
続

き
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。ま

た
、
最
後
で
は
あ
る
が
本
行

事
の
実
施
に
当
た
り
、
多
大
な
る

協
力
を
い
た
だ
い
た
朝
明
茶
屋
さ

ん
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
お

礼
中
し
上
げ
る
。

ど
　
　
１０
月
２５
。２６
日
に
、

な

鞍
ヶ
池
公
園
で
縦
走

垂

コ
ー
ス
、
岩
場
で
の

」懸
　
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー

［朗

　
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

介

　
救
助
技
術
講
習
会
を

ゃ

　
開
催
し
ま
し
た
。

認

。
進
行
方
向
の
予
測
な
ど
を
学

び
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
効
果
に
つ
い
て
も

確
認
し
ま
し
た
。

２６
日
の
午
前
中

は
鞍
ヶ
池
公
園
の
散
策
道
で
救
助

者
を
搬
送
す
る
方
法
に
つ
い
て
練

習
を
し
ま
し
た
。

ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
コ
ー
ス
で

は
、

２５
日
は
ア
ン
カ
ー
構
築
、
介

助
懸
垂
、
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
コ
ン
ト
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ロ
ー
ル
の
方
法
の
理
解
と
実
践
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

２６
日
午
前
中

は
引
上
げ
シ
ス
テ
ム
の
方
法
の
理

解

。
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

２６
日
午
後
は
全
員
で
役
割
分
担

を
し
、　
一
連
の
流
れ
で
チ
ー
ム
レ

ス
キ
ュ
ー
の
実
践
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
テ
ー
ピ
ン
グ
の
講

習
を
し
、
概
ね
天
気
に
恵
ま
れ
事

故
も
な
く
終
了
出
来
ま
し
た
。

（高
木
　
宏
）

犬
山
山
岳
会

畑
下
　
美
保

今
回
は

《介
助
懸
垂
》
で
、
レ

ベ
ル
の
高
い
内
容
を
勉
強
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

１０
月
の
晴
天
、
山
日
和
で
若
干
、

受
講
者
が
少
な
く
指
導
員
の
方
に

ミ
ッ
チ
リ
ご
教
授
頂
く
事
が
出
来

ま
し
た
。
言
う
は
易
し
で
す
が
…

時
間
を
作
り
復
習
を
繰
り
返
し
…

い
ざ
―
と
い
う
時
に
救
助
で
き
る

よ
う
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

講
習
を
受
け
た
内
容
全
て
を
吸

収
す
る
に
は
、
更
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
が
、
よ

り
高
い
技
能
レ
ベ
ル
に
触
れ
る
こ

と
で
、
自
身
の
技
能
の
応
用
範
囲

を
広
げ
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
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ビ
ア
タ
一シ
ー
一峰
一一一一一一一一一一一（・・・６
０
‐‐‐‐‐９
●
巴

．初
一登
頂

Ｊ
Ａ
Ｃ
東
海
支
部
第

１２
次
イ

東
海
支
部
第
１２
次
イ
ン
ド
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
隊
２
０
１
４
は
、

６
０
９
０

ｍ
無
名
峰
に
平
成
２６
年

７
月
４
日
午
前
８
時
３０
分
に
全
員

登
頂
を
果
し
、
ピ
ァ
ク
シ
ー
峰
と

命
名
し
た
。
１
９
８
８
年
の
第
１

次

・
ヤ
ン
峰
以
来
１６
座
目
の
登
頂

と
な
る
。
今
回
は
、
第
１０
次
ア
ッ

チ

ェ
峰

（２
０
０
９
年
）
、
第
Ｈ

次
チ
ェ
マ
峰
・全
員
登
頂

（２
０
１
１

年
）
と
同
じ
ラ
ホ
ー
ル
地
区
カ
ル

チ
ャ

・
ナ
ラ
流
域
の
Ｄ
氷
河
源
頭

の
未
踏
峰
を
目
指
す
、
３
度
目
の

遠
征
で
あ
る
。

今
回
の
遠
征
目
的
は
、

①
遠
征
隊
を
継
続
し
て
出
す
こ
と

②
隊
員
の
若
返
り
を
図
る
こ
と

③
探
検
的
登
山
を
行
う
こ
と

④
特
に
カ
ル
チ
ャ

・
ナ
ラ
源
流
域

か
ら
Ｄ
氷
河
の
略
奪
点
を
越
え
て
、

バ
ラ
シ
グ
リ
氷
河
域
に
入
り
、
踏

査
す
る
。

以
上
が
主
た
る
狙
い
で
あ
る
。

ま
た
、
初
期
の
こ
ろ
か
ら
、
ハ

イ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
数
々
の
登
頂

に
協
力
し
て
く
れ
た
が
、
昨
年
落

石
に
よ
り
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
故

フ
ァ
テ

・
チ
ャ
ン
氏
宅
の
弔
問
も

予
定
し
た
。

マ
ナ
リ
で
登
山
準
備
中
に
、
在

／
ド
ヒ
了
フ
ヤ
登
山
隊
２
０
１
４

登
山
隊
長
　
星

男

イ
ン
ド
日
本
大
使
館
よ
り
電
話
連

絡
が
入

っ
た
。
「デ
リ
ー
に
一戻
っ

た
ら
日
本
大
使
館
に
お
話
を
聞
き

た
い
の
で
、
ぜ
ひ
来
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「登

項
成
功
」
の
報
告
を
是
が
非
で
も

出
来
る
よ
う
に
と
気
合
が
入
る
。

▲
隊
の
構
成

隊
長

¨
星
　
一
男
（６３
）

登
攀
隊
長

¨
鈴
木
美
代
（６２
）

隊
員

¨
土
屋
昌
代
（３８
）

登
山
本
部

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

¨
鈴

木
常
夫

▲
行
動
記
録

６
／
１５
　
日
本
出
発

６
／
１７
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
て
登
山
手
続

き
　
Ｌ
／
０
面
会
、
在
イ
ン
ド

日
本
国
大
使
館

へ
挨
拶

６
／
１９
～
６
／
２‐
　
マ
ナ
リ
で
登

山
準
備
、
故
フ
ァ
テ
。
チ
ャ
ン
・

タ
ク
ー
ル
宅
弔
間

６
／
２３
　
マ
ナ
リ
ー
ロ
ー
タ
ン

・

パ
ス
ー
チ
ャ
ト
ル
ヘ
ジ
ー
プ
で

移
動
の
途
中
で
道
路
未
開
通
の

為
、
馬
に
変
更
し
て
キ
ャ
ラ
バ

ン
開
始

６
／
２５
　
バ
タ
ル

（３
９
９
０

ｍ
）

着
６
／
２７
　
カ
ル
チ
ャ

・
ナ
ラ
か
ら

Ｂ
Ｃ

（４
３
０
０

ｍ
）
設
営

７
／
１
　
Ｄ
氷
河
に
Ｃ
ｌ
（４
８
０
０

ｍ
）
設
営

７
／
２
～
３
　
Ｄ
氷
河
に
Ｃ
２

（５
２
０
０

ｍ
）
設
営

７
／
４
　
６
０
９
０

ｍ
無
名
峰
に

全
員
初
登
頂

Ｐ

ｙ

ａ

ｇ

ｓ
ｋ

ｉ

Ｐ

ｅ

ａ
ｋ

（ピ
ァ
ク
シ
ー
峰
）
と
命
名

７
／
９
　
バ
タ
ル
帰
着

７
／
‐０
　
マ
ナ
リ
帰
着

７
／
‐４
　
デ
リ
‐
帰
着

７
／
１５
　
午
前
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
訪
間
。

リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
、
隊
員

と
と
も
に
登
頂
報
告
し
ピ
ァ
ク

シ
ー
峰
と
正
式
に
命
名
決
ま
る
。

夕
方
　
在
イ
ン
ド
日
本
国
大
使

館
を
訪
間
。
八
木
大
使
か
ら
の
ご

招
待
で
夕
食
会
に
出
席
す
る
。

７
／
１８
　
日
本
帰
着

▲
登
頂
記
　
鈴
木
美
代

７
月
４
日
　
２
時
起
床
３
時
出
発
。

出
発
か
ら
２
時
間
、
取
り
付
き

手
前
で
休
憩
。
取
り
付
き
は
尾
根

末
端
の
サ
イ
ド
の
雪
壁
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
役
の
ネ
ギ
氏
と
ハ
イ
ポ
ー

タ
１
３
名
で
ル
ー
ト
エ
作
し
て
ゆ

く
。
上
部
の
少
し
傾
斜
が
立
つ
あ

た
り
で
は
ザ
イ
ル
を
フ
ィ
ッ
ク
ス

に
使
い
、
５
Ｐ
ほ
ど
で
稜
線
。
最

後
の
ｌ
Ｐ
は
雪
が
減
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
ガ
レ
場
に
な
る
。
落
石
を

起
こ
し
そ
う
で
下
か
ら
人
が
来
る

と
き
は
神
経
を
使
う
。
そ
の
先
は

な
だ
ら
か
な
尾
根
と
な
り
、
ノ
ー

ザ
イ
ル
で
少
し
進
む
。
全
体
に
と

く
に
困
難
な
と
こ
ろ
は
な
い
が
、

昨
日
の
偵
察
で
は
稜
線
左
側
に
雪

庇
が
出
て
い
た
の
で
要
注
意
。

出
発
か
ら
５
時
間
、
頂
上
の
望

め
る
小
ガ
レ
場
で
休
憩
。
天
気
は

ま
ず
ま
ず
だ
が
セ
ン
ト
ラ
ル
ピ
ー

ク
は
頂
上
を
雲
に
隠
し
て
い
た
。

荷
物
を
デ
ポ
し
、
こ
こ
か
ら
は

コ
ン
テ
で
項
上
に
９
時
。
全
員
で

写
真
を
撮
り
、
ヤ
シ
の
実
で
乾
杯

し
た
。
上
空

一
部
雲
は
あ
る
も
の

の
天
気
は
上
々
で
、
周
り
の
山
々

も
よ
く
見
え
、
星
隊
長
は
偵
察
目

的
も
果
た
せ
た
と
ご
満
悦
で
あ

っ

た
。取

り
付
き
か
ら
Ｃ
２
に
戻
る
。

山
名
ピ
ァ
ク
シ
ー
は
、
隠
れ
た

と
い
う
意
味
。
な
か
な
か
登
る
山

が
見
え
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

′υ
。今

回
の
最
大
の
難
所
は
、
山
の

確
定
で
あ

っ
た
。
ピ
ァ
ク
シ
ー
に

は
も
う

一
つ
、
恥
ず
が
し
が
り
の

女
性
と
い
う
意
味
も
あ
る
ら
し
い
。

髪なモン5=フ
住所 愛知県豊橋市萱町5番地 60532-55-0125 httα 〃www mOntatta10

htto://climbing― oark com 60532-26-3737

CLIMBINC PARК   東三河初のクライミング施設

a ぃ  ば  しょぅ

脅勢 1.孝
〒460-0003名 古屋市中区錦三丁目 13番 22号

TEL〈 052〉 951-1166番
営業時間   午前 1■00～午後 230

午後 4100～午後 8:00

定 休 日   日曜 日・第二・第二月曜日
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第
１８
回

「遭
難
を
考
え
る
」

講
演
会
開
催

Ｈ
月
２８
日
（金
）
県
ス
ポ
ー
ツ
会

館
に
於
い
て
、
望
月
将
悟
氏
を
迎

え
て

「遭
難
を
考
え
る
」
講
演
会

（未
知

へ
の
挑
戦
）
を
開
催
し
ま

し
た
。
望
月
氏
は
静
岡
市
消
防
局

。

山
岳
救
助
隊
員
で
あ
り
、
日
本

一

過
酷
な
山
岳
レ
ー
ス

「ト
ラ
ン
ス

ジ
ャ
パ
ン
ア
ル
プ
ス
レ
ー
ス
」
３

連
覇
を
成
し
遂
げ
て
お
り
、
以
下

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
お
話
し
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
．
山
が
僕
に
あ
た
え
て
く
れ
た

も
の
＝
生
ま
れ
育

っ
た
静
岡
市

井
川
の
生
活
と
環
境
な
ど
。

２
．
ト
ラ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
ア
ル
プ

（岩
瀬
幹
生
）

稼知釧解山へゎ刺酬ために、　̈
．采、

知孵紳鋤婦鰤勧い、印け編
　̈捕一

つ
の
も
忘
れ
て
聴
講
し
ま
し
た
。　
“

平成26年 山入 山状況 H2.6.12.18現 在

▲穂高方面

(人数 )

子   5名
太   3名
平   4名
之   4名
日召   6名
子   1名
郎   1名
尚  10名

一
な
葱
脩
雅
謹
祥
太
芳

・ダ
ひ
　
　
　
　
　
健

り
山
中
木
崎
我
藤
戸
合

琴
田
鈴
野
曽
齋
早
河

高
高
地
平
根
高
復
復

新
新
上
槍
霞
槍
新
横

ブ
会
敷
部
ブ
　
　
会

千
名
チ
Ｊ
千
　
　
豊

Ｎ。
１

２

３

４

５

６

７

８

(登 山 期 間)

12/31～  1/1
12/28～  1/3
12/26-12/31
12/27^´ 12/31
12/27^´ 12/28

12/27^´ 12/29

▲後立山方面

6名

2名
2名
4名
5名

博
紀
博
信
紀

康
裕
康
　
裕

富
吉
富
田
又

内
稲
内
船
勝

耕
硼
筒
筒
満

大

”天
　
　
一房

泉
耀
根
根
泉

温
根”
尾
尾
温

暢瑚醐け帽

12/30⌒  ́1/ 1
12/30～  1/4
12/26～ 12/27
12/28-12/30
12/28-12/30

会
会
会
ブ
部

岳
岳
岳
″
滋

山
山
山
パ
東

崎
橋
崎

央ァノレ
Ａ Ｃ

岡
豊
岡
中

Ｊ

▲八ヶ岳方面

イノアックコーポレーション 12/31⌒  ́1/ 1
1/3

12/28-12/30
12/27-12/29
12/27-12/28
12/27-12/28
12/26-12/28
12/29～  1/3
1/ 3^‐  1/ 4

会
敷
ブ
　
部

Ａ
会

″』握″″ｍＳ・神

川
・ム種ァプレ　″
．副

豊
チ
千
　
ア
Ｇ
や

黒 百 合 平 ～東 天 狗 岳 ～西 天 狗 岳  大
乙 女 峠 ～ 金 時 山  往 復  大
旭岳東稜～行所小屋～阿弥陀北稜～真教寺尾根  白
渋 の 湯 ～ 硫 黄 岳 ～ 渋 の 湯  森
美濃戸～赤岳鉱泉 ～赤岳 ～美濃戸  原
美濃戸～赤岳鉱泉～硫黄岳～赤岳鉱泉～美濃戸  琴
ジョウゴ沢～硫黄岳・赤岳鉱泉・峰の松目沢・阿弥  好
行者小屋～石尊稜・阿弥陀岳北西稜～行者小屋  大
美 濃 戸 口 ～ 行 者 小 屋 ～ 赤 岳  戸

竹  利 之  4名
竹  利 之  10名
井  良 武  2名
山  重 則  7名
田  泰 車甫  2名
山 ひ な 子  4名
士  直 樹  6名
森  益 男  5名
田  淳 子  3名

▲中央アルプス方面

▲南アルプス方面

千種アルパインクラブ
デンソー電友山岳部

12/28-12/30
12/27^´ 12/28
12/27^´ 12/31
12/26-12/30
12/29-12/31
12/27-12/31

夫
政
直
樹
樹
和

義
義
義
秀
英
明

川
島
松
山
村
田

小
中
小
中
西
吉

〈
ム
△
ム
△
ム

岳
岳
岳

山屋
山
山

″

古
崎
橋

名
岡
豊

菅の台～北御所登山口～宝剣岳・木曽駒ヶ岳往復
菅の台～千丈敷駅～木曽駒ヶ岳 往復
大平峠～安平路 ・摺古木～黒川林道
池 山 尾 根 ～ 空 木 岳 ～ 宝 剣 岳
小野川昌股沢～麦草岳～奇美世の滝登山道
上 松 尾 根 ～木 曽駒 ヶ岳 ・宝 剣 岳

4名
2名

5名
2名

2名
12名

春
　
名

Ｍ
卜
豊
蒲
岡
愛
千

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐Ｏ

Ｈ

会  12/27～ 12/30
12/27-12/29

会  12/31～ 1/4
部  12/26～ 12/29
部  12/26～ 12/30
会  12/27～ 12/30
会  12/28～ 12/31
会  12/27～ 1/1
会  12/27～ 1/1
ブ   12/28-12/31

12/27-12/31

仙丈ヶ岳～北沢峠～甲斐駒ヶ岳～黒戸山
市 野 瀬 ～ 仙 丈 ヶ 岳 ～ 市 野 瀬
奈 良 田 ～ 農 鳥 岳 ～北 岳 ～ 奈 良 田
戸台 ～北沢峠 ～甲斐駒 ヶ岳  往復
三伏峠～塩見岳西峰 。東峰～三伏峠
鳳    凰    三    山
戸台～北沢峠BC～ 甲斐駒ヶ岳・仙丈岳
五丈ヶ滝～甲斐駒 ヶ岳～七丈ヶ滝尾根
鳥倉林道 ～三伏峠 ～塩 見岳  往復
大岩下ノ岩小屋～甲斐駒ヶ岳～北沢峠
奈 良 田 ～北 岳 バ ッ トレス ～北 岳

坂 口
山 本
丹 羽
辺日 本l
加 藤
竹 中
岩 瀬
米 澤
青 木
成 瀬
市 川

美   2名
雄   7名
中甫   4名
勇   8名
秀   2名
文   5名
生   2名
司   4名
隆   3名
車甫   2名
真   2名

公
広
大

良
幹
篤
義
悠

▲その他方面

4名

5名
3名
6名

11名

美
久
介
子
三

昌
幸
源
敏
清

田
本
倉
場
野

永
山
鎌
馬
浅

堂．立山駅一［】̈

立
韓
醒
大
八

12/27- 1/ 3
12/27-12/29
12/29-12/30

12/28
1/10～  1/12

△
ム
△
ム
求岬
△
ム
△
ム

岡
豊

Ｊ
名
や
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中
高
年
安
全
登
山
指
導
者
講
習
会

（東
部
地
区
）

力
と
運
命
だ
と
思
い
ま
す
。

尚
、
次
回
は
東
京
都
の
高
尾
山

で
開
催
予
定
で
す
。

一
常
一任
一理
一事
・一一一一一一一一一会
●
・

▼
‐２
月
２
日
（火
）
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル

〔出
席
者
〕
安
藤
会
長
、
中
平
等
、

伊
藤
、
高
橋
副
会
長
、
北
村
理

事
長
、
岩
瀬
副
理
事
長
、
杉
本

公
こ
、
丹
羽
、
高
木
、
椙
山
、

星
、
吉
村
、
関
谷
各
常
任
理
事

Ｉ
　
報
告
事
項

１
．
愛
知
県
遭
難
対
策
協
議
会

（Ｈ
／
５
県
庁
）
安
藤

２
．
高
体
連
新
人
大
会

（Ｈ
／
８

～
９
釈
迦
ヶ
岳
）
男
女
３０
チ
‐

ム
ー
２
０
人
参
加

３
．
第
３５
回
自
然
観
察
会

（１１
／

８
鈴
鹿
）
杉
本

４
。
自
然
保
護
委
員
会

（Ｈ
／
Ｈ

県
ス
ポ
）
杉
本

５
。
日
山
協
自
然
保
護
委
員
総
会

（Ｈ
／
２２
広
島
）
杉
本

６
．
第
１８
回

「遭
難
を
考
え
る
」

講
習
会

（１１
／
２８
県
ス
ポ
）

Ⅱ
　
審
議

ｏ
お
知
ら
せ
事
項

１
。
第
２
回
Ｊｒ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
記

録
会

（１２
／
‐３
キ
ユ
‐
ブ
）

２
．
冬
山
遭
難
対
策
会
議
、
冬
山

気
象
情
報

（１２
／
‐８
県
ス
ポ
）

３
．
第
３
回
高
校
生
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
選
手
権

（１２
／
２３
～
２４
埼
玉
）

４
．
指
導
員
集
会

（１
／
１３
東
三
、

１
／
２０
県
ス
ポ
）
高
木

５
。
高
体
連
第
２
回
登
山
部
委
員

会

（１
／
２０
）

６
．
第
２
回
Ｊｒ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
記

録
会

（２
／
８
）

７
．
第
３
回
登
山
勉
強
会

（２
／

１０
東
三
、
２
／
‐７
県
ス
ポ
）

８
。
親
睦
ス
キ
ー
大
会

・
雪
山
ハ

イ
ク

（２
／
１４
～
‐５
イ
ト
シ
ロ

ウ
イ
ン
グ
白
鳥
）
関
谷

９
．
雪
山
講
習
会

（２
／
２８
～
３

／
１
イ
ト
シ
ロ
）
高
木

１０
．
愛
知
山
岳
マ
ラ
ソ
ン

（３
／

７
猿
投
山
）
岩
瀬

■
平
成
２６
年
は
、
自
然
災
害
の
多

い
年
だ

っ
た
。
特
に
御
嶽
山
の

噴
火
は
多
数
の
被
害
者
を
出
し
、

自
馬
村
や
白
山
の
地
震
な
ど
も

憂
慮
す
る
事
態
で
、
登
山
界
に

多
く
の
教
訓
を
与
え
た
。

■
登
山
ブ
ー
ム
と
共
に
登
山
者
も

増
加
傾
向
、
だ
が
登
山
口
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
認
識
の
甘
さ
が

在
り
在
り
．
山
に
登
る
な
ら
基

礎
的
な
知
識
を
習
得
し
て
ほ
し

い
も
の
。

■
昨
年
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り

「愛
知
岳
連

ニ
ュ
ー
ス
」
を

刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
情
報
紙
と
し
て
頑
張

っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
　

　

（Ｎ
）

講
義
と
実
習
に
楽
し
く

学
ぶ
／や

ま
び
こ
山
想
会

浅
井
　
光
江

平
成
２６
年
度
中
高
年
安
全
登
山

指
導
者
講
習
会
が
、
９
月
２６
日
か

ら
２８
日
迄
、
青
森
県
弘
前
市

「岩

木
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
県
か
ら
、
や
ま
び
こ
山
想

会
か
ら
２
人
、
豊
田
山
岳
会
か
ら

１
人
の
３
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

「山
岳
フ
ァ
ー

ス
ト
エ
イ
ド
の
知
識
と
実
習
」
で

す
。初

日
は
、
①
北
村
憲
彦
先
生
の

「中
高
年
登
山
の
現
状
と
課
題
」

続
い
て
②
国
際
山
岳
医

。
大
城
和

恵
先
生
の

「登
山
時
の
フ
ァ
ー
ス

ト
エ
イ
ド
の
知
識
と
実
習
」
を
繰

り
返
し
受
講
し
ま
し
た
。

最
後
は
③
阿
部
東
先
生
の

「岩

木
山
周
辺
の
動
植
物
に
つ
い
て
」

三
度
の
氷
河
期
を
生
き
抜
い
て

き
た
植
物

↑
ヽヽ
チ
ノ
ク
コ
ザ
ク
ラ
）

ま
た
動
物
た
ち
。
テ
ン
が
生
息
し

て
い
る
と
聞
き
驚
き
ま
し
た
。

２
日
日
、
岩
木
山
に
百
沢
の
ス

キ
ー
場
か
ら
入
山
し

「登
山
時
の

フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
の
実
際
」
を

錫
杖
清
水
と
下
山
途
中
の
八
合
目

駐
車
場
の
２
ヶ
所
で
実
施
。
実
習

を
５
班
８
人
づ
つ
の
グ
ル
ー
プ
毎

に
、

２５
分
程
度
づ
つ
行
な
い
ま
し

た
。
ま
た
、
参
加
者
全
員
が
登
頂

し
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
午
前
の
研
究
協
議

で
は
グ
ル
ー
プ
討
議
と
質
疑
応
答

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
閉
講

式
の
あ
と
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

延
べ
３
日
間
に
及
ぶ
講
習
会
で

は
、
繰
り
返
し
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ

ド
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
熱

心
な
指
導
に
よ
り
、
粘
土
頭
に
も

吸
収
の
自
信
が
生
ま
れ
ま
し
た
ｃ

山
で
は
不
可
抗
力
な
事
故
が
発

生
し
ま
す
。

（
こ
の
日
、
御
嶽
山

が
噴
火
し
ま
し
た
）
そ
の
中
で
生

死
を
分
け
る
の
は
、
知
識
と
行
動指導にあたる大城和恵氏

編
集
後
言こ

◆
２

・
３
月
ス
ヶ
ジ

ュ
ー
ル

カジュアルユニフォーム&グッズ
デザイン・企画・制作
お気軽にお問合せ下さい。

の
Origina:Wear&Goods

オリジナルウェア・CMウェア(広告掲載)

特許出願GLASS PERCH(グ ラスパ・チ)
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株式会社リノポイント   〒491‐0835 愛知県一宮市あずら1‐ 5‐ 7
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月  日 容内

2.3
2.8
2.10

2.14～ 15

2.17

2.28´-3.1

3.7

常任理事会 (OMCビル )

第 2回 Jrク ライミング記録会
登山勉強会 (東三)低体温症について
自然保護委員会 (県 スポ)

岳連親睦スキー大会・雪山ハイク

(イ トシロ・ウイング白鳥 )

登山勉強会 (県 スポ)低体温症について

雪山技術講習会 (イ トシロ)

愛知山岳マラソン (猿投山)

平成27年度愛知県山岳連盟総会(県スポ)


